
第2346回例会 2022-６／1４（火）天気（晴）

例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：谷口　義洋 君
点　鐘：PM 12：30　中村　　篤 会長 ロータリーソング：「国歌」「四つのテスト」

 
  

 

　ニコニコBOX　佐々木啓充 君
伊藤　　誠君　今月で退会いたします。楽しい想い出ありがとう

ございました。
金田　亮一君　誕生祝いありがとうございました。
浅野　裕幸君　誕生祝いありがとうございました。
本間　安信君　誕生祝いありがとうございました。
長沢　一好君　伊藤誠さんが私の幹事でした。ありがとうございました。
中村　　篤君　本間さんにエールを送ります。
寺﨑　利彦君　ゴルフでシニア選手権に優勝しました。
佐々木啓充君　本日、例会終了後クラブ協議会開催いたします。
　　　　　　　宜しく願いいたします。

　本日は委員会引継ぎフォーラムとして、大委員長さんからの今年
１年の活動報告及び次年度へ向けた引継ぎの例会となっております
ので、よろしくお願いします。来週は通常例会ののち、クラブ協議
会を開催しますので、理事・役員、小委員長の皆さんよろしくお願
いします。なお欠席される委員長さんは必ず代理の方の出席をお願
いします。最後に今月のロータリーレートは127円となっておりま
す。また、本日例会終了後理事会を開催しますので、理事の方お残
り下さい。以上、幹事報告でした。

幹 事 報 告 丹野　善将 幹事

親睦活動委員会　渡辺　崇 君
　６月の誕生祝は、山下　宏君、髙
梨徹也君、本間安信君、浅野裕幸君、
金田亮一君、矢尾板信孝君の６名の
方々です。おめでとうございます。

米山奨学生のコウ・シクンさんに
米山奨学金の贈呈。

委員会報告

会長挨拶
　皆さん、こんにちは。まず、はじめに１つ
ご紹介させていただきます。当クラブの
50周年に対し中津ロータリークラブから
寄贈いただきました、新しい演台でござい
ます。尚、これまでの演台（30周年時に中
津RCより寄贈）は、SAA用の演台として
使ってまいります。
　さて、このところ新型コロナに対する
規制が緩和されてきて、山形もさくらん

ぼのシーズンに入り、人の動き（移動）もかなり活発になってき
ております。私の方にも昨日、仙台から来客があり（さくらんぼ
の観光で）久しぶりの再会をしたところです。そこで今日は、
「会うよろこび」についてお話をします。人類学者で前京都大
学の総長の山極寿一先生によれば、人間は「視覚」と「聴覚」
を使って相手と会話して「つながった」と判断しますが、それだ
けでは、信頼関係までは担保できないそうです。なぜなら、人

は本来「五感」すべてを使って相手を信頼する生き物だからだ
そうです。相手の匂い、一緒に食べる食事の味、触れる肌の感
覚といった、「臭覚」・「味覚」・「触覚」が相手との関係を築く
上で重要であるとのことです。人間の根底には、「身体的なつ
ながり」を信じるという本能があるようです。コロナ禍で進ん
だオンラインでの「つながり」は、やはり実際に「会う」というこ
ととは違い、どんなにテクノロジーが発達したとしても人を幸
福にするのは、「会うよろこび」だそうです。
　恒例の「シリーズあの年プレイバック」は、平成５年（1993年）
です。この年の５つのトピックスを紹介いたします。
　１、５月に皇太子、雅子さま御結婚
　２、サッカーＪリーグが開幕
　３、東京都港区にレインボーブリッジが開通
　４、曙が外国人力士として初めて横綱に昇進
　５、法隆寺、姫路城、屋久島、白神山地が日本で初の世界

遺産に登録

ー 委 員 会 引 継 ぎ 例 会 ー

松田　勝行君　
株式会社石駒　代表取締役社長
【松田勝彦会員のご子息】

新入会員紹介

2021-22 年度 山形南ロータリークラブ会長方針

「50周年の誓い 人をつなぐ 時代をつなぐ
　　　　　　　　　　ロータリーで人生に潤いを」
山形南ロータリークラブ会報
RI会長 ： シェカール・メータ　2800地区ガバナー ： 矢口　信哉　ガバナー補佐 ： 布施　富将
会　長 ： 中村　篤　幹　事 ： 丹野　善将　会報・史料委員会　委員長 ： 熊谷　一幸
委　員 ： 金田　亮一　　佐々木健一　　鈴木　宏之 　　山田　雅人　　伊藤　健二　　渡邉　清則



委員会引継ぎフォーラム委員会引継ぎフォーラム委員会引継ぎフォーラム委員会引継ぎフォーラム

本日出席・前回修正出席
会員総数

本　　日
前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

他クラブで
メークアップ
された会員

５４名
５５名

３１名
４４名 88.00％５０名

※本日の結果は２週間後に報告　　※修正は２週間前の結果報告
出席会員数÷算出会員数＝出席率
算出会員数とは?　出席義務会員＋メイク免除会員の出席者
出席会員数とは?　出席義務会員の出席者＋メイク免除会員の出席者＋メイク会員

６月度理事会報告
〈協議事項〉
１．退会届提出会員（５名）について協議されました。
２．最終例会時のホテルキャッスルへの年間の御礼贈呈について承認されました。

〈報告事項〉 
１．最終例会（６／ 28）の会費について
２．今年度の最終理事・役員会（７月）について

〈その他〉 
１．次年度の委員会構成の修正について

■管理運営委員会■
委員長　浅野　裕幸 君

　管理運営委員会では「出席」「親睦活動」「プログラム」
「姉妹クラブ」の各小委員会と連携を図り、中村会長テー
マ『50周年の誓い　人をつなぐ　時代をつなぐ　ロー
タリーで人生に潤いを』のもと活動いたしました。重点
目標でもある「つなぐ」「潤い」「祭り」の活動をサポートし、
仲間との絆を深められるよう、より良いロータリーライフ

を送れるよう、そして50周年記念が大成功を収められるよう、活動に努めて
参りました。特に創立50周年記念においては会員皆様のご尽力で大成功に終
われたものと存じます。新型コロナウイルス問題により運営が制限される中、
活発に活動を展開できましたことは、ひとえに会員皆様のご理解とご協力の賜
物と存じ、厚く御礼申し上げます。１年間ありがとうございました。

■公共イメージ推進委員会■
委員長　佐々木啓充 君

　コロナ禍の中で委員会運営を運営するうえで特に重要
だと感じた事をお伝えしたいと思います。それは「委員長、
委員の方の横の連携」です。今年度が始まった昨年の７
月頃はコロナの影響で出席したくてもできない委員の方
がたくさんいらっしゃいました。熊谷委員長には大変ご苦
労をおかけいたしました。一人で写真撮影からニコニコ

のコメントの記入までしていただいたこともありました。会報・史料委員会は
例会中の役割が多い委員会です。写真撮影に１名、ニコニコのコメント記入
に漏れがないように２名、合計で３名の出席が必要です。そこで、横の連携を
強めるツールとして会報・史料委員会のグループLINEを活用いたしました。
グループLINEを活用する事で、例会当日の役割分担や移動例会での写真撮
影、共有をスムーズに行えました。また役割があることで委員の出席率の向
上にも繋がったのではないかと思います。そしてプログラム委員会と連携して
卓話のデータを事前に講師に依頼する事も重要な事でした。次年度もグルー
プLINEを活用していただき、楽しく思い出がよみがえり、山形南RCの魅力
が伝わる会報の作成をお願いいたします。
　また雑誌・広報委員会におかれましてもロータリーの友の記事の紹介やク
ラブの奉仕活動のメディア対応などをお願いしたいと思います。一年間、委
員長並びに委員の皆様のご協力誠にありがとうございました。

■会員増強委員会■
委員長　熊谷　昌和 君

　今年度の委員会活動を振り返って、新人会員増強に対
しては委員の皆様の努力及びに中村会長の肝いりだった
二世の会員も含め目標は達成したのかなと思いました。
しかし。創立50周年を迎え、永年当クラブに貢献してい
ただいた　大先輩の退会を阻止できなかったことは私の
汚点であり、残念で仕方がありません。次年度は会員増

強委員だけでなく、公共イメージ推進委員会や中長期検討委員会とコラボし
ながらクラブの生命線ともいえる会員の増強をお願いしたいと思います。また、
ロータリー情報委員会においてはファイヤーミーティングだけでなく、新人の
皆様にロータリーの楽しさや歴史を学び、末永く当クラブで活躍していただけ
るよう少人数でのミーティングを実行してもらいたいと考えています。

■奉仕プロジェクト委員会■
委員長　石山　祐介 君

　10月14日　委員会開催（四季・日本料理 いばら木）。
●ニコニコBOX委員会　土田　貴英 委員長
　例会時のニコニコBOX。
●職業奉仕委員会　鈴木　政康 委員長
　９月14日　鈴木政康委員長による卓話『トヨタの考え
る水素技術の役割』

●社会奉仕委員会　佐藤　直人 委員長
　市内４団体の子ども食堂へ食材支援（地区補助金活用）。
　11月９日　クローバーの会＠山形代表樋口愛子さまの卓話『子ども食堂に

ついて』。
　３月28日　日本ALS協会山形支部への支援。
　４月５日　   社会福祉法人ヴォーチェへ支援　代表佐藤奈々子様の卓話『医

療的ケア児支援施設とは』。
●国際奉仕委員会　稲村　佳宏 委員長
　12月７日　山形県国際交流協会国際交流推進員鈴木伸英さまの卓話。
　５月７日　　創立50周年記念講演時のCOOL JAPAN 山形を語る。
●青少年奉仕委員会　金田　亮一 委員長
　10月30日 金井幼稚園と悪戸いも収穫体験（地区補助金活用）。
                  子供たちに自然体験を通じて山形の良さを知ってもらい、郷土

愛を育むことを目的（社会奉仕委員会、山形ローターアクトク
ラブ共同事業）。

■ロータリー財団・米山奨学委員会■
委員長　丹野　善将 君

　国際ロータリー活動の源であるロータリー財団への支
援及び世界平和の架け橋となる米山奨学会への支援を、
会員皆様からのご理解とご協力を賜れるよう、新そば祭
り例会を中心に努めてまいりました。その結果、ロータ
リー財団は寄付目標「年間一人150ドル」に対し、一

人177ドルと目標を達成することができました。誠にありがとうございました。
　米山奨学会は寄付目標「年間一人15,000円」に対し、一人13,200円と今
の所目標には到達できていませんが、新そば祭り例会を欠席し、出しそびれて
いる方等、残りわずかですがあと少し皆様のご協力をお願いいたします。活動
計画の一つである米山奨学生の卓話例会を実施し、それに昨年度は実施でき
なかった、カウンセラーと奨学生の親睦会を、大久保パストガバナー、中村会長
そしてわたくしの三人のカウンセラーと三人の奨学生との六人で実施できたこ
とが良かったなと思っているところです。この一年間、ロータリー財団そして米
山奨学会に対する皆様のご理解とご協力、誠にありがとうございました。

■中長期検討委員会■
委員長　長沢　一好 君

　本年度の目標の１つである「50周年記念式典」を実
行委員会の皆さんと協力して成功裡に終了できました。
ありがとうございました。「３年後、５年後のビジョン」に
ついては、会員の皆様から多様なご意見を卓話を通して
お聞きしたかったのですが、コロナ禍において、例会が
思うように開けませんでしたので、大変残念に思います。

次年度も引き続き委員長を仰せつかりましたので是非開催したいと思います。

■50周年実行委員会■
委員長　大久保章宏 君

　この度50周年を迎え創立50周年記念式典・講演会・
祝賀会を５月７日にホテルキャッスルで無事開催すること
が出来ました。50周年実行委員会の皆様方のご尽力に
より、各部会それぞれ部会長の皆様方が良きアイディア
を出し特徴ある式典・講演会・懇親会を開催することが
出来ました。実行委員会の皆様方、クラブ会員の皆様方

に心より感謝申し上げます。
　コロナ感染が終息しない中での開催となりましたが、感染対策を徹底し、１
人の感染者を出すこと無く予定された全ての企画を実施できましたことは本当
に良かったと安心しておりました。中津RCからも参加頂き、交流会も開催出
来たことは本当に嬉しく思っています。コロナでの交流が滞っていた時期が続
き、今後の交流の懸け橋になった事と思います。本当に皆様方、お疲れ様で
した。ありがとうございました。


